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【本日の議事】

県循環器病対策推進計画における

評価指標及び施策について

1

神奈川県健康医療局保健医療部医療課

資料２－１

令和３年10月29日

2

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査

〇 9月 6日 第１回調査票の送付

〇 9月13日 回答の締め切り。集計

〇 9月27日 第２回調査票の送付

〇10月 １日 回答の締め切り。集計
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県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の目的

１ 既存計画に位置付けられている循環器病対策に関係する取組み
を集約、整理し、評価指標として適切か調査する。

２ 既存計画に位置付けられている循環器病対策に関係する取組み
を集約、整理し、各評価指標の配置されている階層（分野アウトカ
ム、中間アウトカム、個別施策、細・個別施策）が適切か調査する。

4

① 国基本計画を基に、集約・整理した59指標について評価指標を
階層化し事務局(案)を作成
② 修正デルファイ法※を用いて、評価指標としての適切性、階層の
適切性について全委員に対して1回目調査を実施(「全く適切では
ない」～「とても適切だと思う」を１点～５点で評価)
③ 平均点４点未満、または医療分野専門委員と医療以外の分野
の専門委員で評価が分かれた指標を抽出

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の方法

④ ③で抽出された指標について全委員に２回目調査

⑤ ２回目調査結果を基に、県循環器病対策推進計画における評
価指標及び施策について議論いただき、確定させる。
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利用可能である最良の科学的根拠と専門家の包括的な
判断を結びつけるため、文献の系統的なレビューと統合、
専門家パネルの議論、反復のレーティングによる意見集約
を通し、コンセンサスを形成する手法

（※）修正デルファイ法とは

6

１回目調査後の状況（概要）

〇 評価指標としての適切性について
・ 平均点４点未満の指標９指標
・ 評価が分かれた指標５指標

〇 階層の適切性について
・ 平均点４点未満の指標16指標
・ 評価が分かれた指標6指標
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２回目調査後の状況（概要）

〇 評価指標としての適切性について
・ 平均点４点未満の指標７指標※
・ 評価が分かれた指標０指標

〇 階層の適切性について
・ 平均点４点未満の指標11指標※
・ 評価が分かれた指標０指標

（※）該当するのは計13指標

8

〇 脳血管疾患受療率（入院） No.6
・ 評価指標としての適切性 3.30点
・ 階層の適切性 3.60点

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の結果（概要 その１）

〇 脳血管疾患受療率（外来） No.7
・ 評価指標としての適切性 3.30点
・ 階層の適切性 3.50点

〇 虚血性心疾患受療率（入院） No.8
・ 評価指標としての適切性 3.30点
・ 階層の適切性 3.50点



2021/10/28

5

9

〇 虚血性心疾患受療率（外来） No.9
・ 評価指標としての適切性 3.30点
・ 階層の適切性 3.60点

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の結果（概要 その２）

〇 「未病改善」の取組みを行っている人の割合 No.15
・ 評価指標としての適切性 4.00点
・ 階層の適切性 3.60点

〇 特定健康診査・特定保健指導の実施率 No.16
・ 評価指標としての適切性 4.30点
・ 階層の適切性 3.80点

10

〇 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数 No.19
・ 評価指標としての適切性 4.10点
・ 階層の適切性 3.80点

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の結果（概要 その３）

〇 在宅等生活の場に復帰した脳血管疾患患者の割合 No.21
・ 評価指標としての適切性 3.40点
・ 階層の適切性 3.60点

〇 在宅等生活の場に復帰した虚血性心疾患患者の割合 No.22
・ 評価指標としての適切性 3.50点
・ 階層の適切性 4.00点
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〇 在宅等生活の場に復帰した虚血性心疾患患者の割合 No.32
・ 評価指標としての適切性 4.00点
・ 階層の適切性 3.90点

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の結果（概要 その４）

〇 在宅等生活の場に復帰した虚血性心疾患患者の割合 No.36
・ 評価指標としての適切性 4.40点
・ 階層の適切性 3.90点

〇 虚血性心疾患に対する心臓血管外科手術件数 No.30
・ 評価指標としての適切性 4.50点
・ 階層の適切性 3.60点

12

県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する調査
の結果（概要 その５）

〇 在宅等生活の場に復帰した虚血性心疾患患者の割合 No.57
・ 評価指標としての適切性 3.90点
・ 階層の適切性 4.20点
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論点１

〇 県循環器病対策推進計画における評価指標及び施策に関する
調査結果を踏まえた、評価指標の紐づけについて
・ 継続的に把握できる評価指標の集約、整理は一定程度進捗した
が、相互の紐づけをどう進めればよいか、ご検討いただきたい。

14

論点２

〇 評価指標に表れない施策の検討について
・ 継続的に把握できる評価指標を持たない施策の検討について、
ご検討いただきたい。

（例 〇〇な施策が必要、など）
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（参考：第３回・4回部会における検討の進め方について（案））

第３回部会
〇 神奈川県循環器病対策推進計画（案）の検討
〇 評価指標について
・ データに基づく数値目標のあり方の検討

第４回部会
〇 パブリックコメントの結果の確認
・ パブリックコメントの結果を受けた神奈川県循環器病対策
推進計画（案）の作成

16

（参考：県循環器病対策推進計画における数値目標及び施策に
関する調査の結果（詳細））
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